
 

令和６年１１月１日 

 

鹿嶋市長 田 口 伸 一 様 

 

鹿嶋市指定管理者選定審議会 

                      会 長  平 石  正 

 

 

公の施設の指定管理者の候補者の選定について（答申） 

 

 令和６年１０月１６日付け鹿ＤＸ諮問第１号で諮問のあった標記のことについて，

下記のとおり意見を添えて答申します。 

 

記 

 

１ 審議結果 

（１）諮問案件１（条例第２条の規定によるもの） 

 ① 公の施設の名称 

  ア 鹿嶋市大野潮騒はまなす公園（公園） 

  イ 鹿嶋市大野潮騒はまなす公園（附属施設） 

 ② 申請者 

ア 特定非営利活動法人はまなす楽遊会（以下「申請者ア」という。） 

イ 特定非営利活動法人潮騒ジョブトレーニングセンター（以下「申請者イ」とい 

う。） 

 ③ 審議結果 

選定基準に基づく評価の結果，申請者アが指定管理者の候補者として最も適当で

ある。 

 

（２）諮問案件２（条例第５条の規定によるもの） 

① 公の施設の名称 

ア 鹿嶋市立中央公民館（体育館，庭球場） 

イ 鹿嶋市立北海浜多目的球技場 

ウ 鹿嶋市立高松球場 

エ いきいきゆめプール 

オ 高松緑地（多目的球技場，野球場，庭球場，クラブハウス） 

カ 高松緑地（公園） 

キ 鹿嶋市立新浜緑地多目的球技場（グラウンド，庭球場） 

 ② 申請者 

   特定非営利活動法人かしまスポーツクラブ 



 

 ③ 審議結果 

   指定管理者の候補者として適当である。 

 

（３）諮問案件３（条例第５条の規定によるもの） 

① 公の施設の名称 

ア 鹿嶋市立カシマスポーツセンター 

イ 鹿嶋市立大野第一球場 

ウ 鹿嶋市立はまなす公園球場 

エ ト伝の郷運動公園（多目的球技場，管理棟） 

オ 卜伝の郷運動公園（公園） 

 ② 申請者 

   株式会社鹿島アントラーズ・エフ・シー 

 ③ 審議結果 

   指定管理者の候補者として適当である。 

 

２ 審議の経過 

  本審議会は，令和７年度以降の公の施設における指定管理者の候補者選定にあたり，

諮問を受けた上記施設について，市の方針及び指定管理者制度の趣旨を踏まえ，市民

や施設利用者の視点を重視しながら，率直な意見交換を行い，慎重な審議を進めまし

た。 

  申請者から提出された指定管理者指定申請書の精査に加え，施設所管課からは施設

の概要や管理運営状況等の説明を受け，また申請者からは申請内容の説明が行われま

した。その後，質疑応答を経て，指定管理者選定基準表に基づき，総合審査方式にて

厳正な審査を実施しました。 

 

 〇主な質疑について 

（１）諮問案件１（鹿嶋市大野潮騒はまなす公園（公園・付属施設）） 

申請２者に対し，以下の点について質疑が行われました。 

管理運営の体制，収支決算の効率化や収益の取り扱い，落ち葉の利活用，新規

事業計画に伴う指定管理料の影響の有無，取り壊し予定建造物のリノベーション

に関する考え方，地域団体との連携，施設におけるバリアフリー化の概要や施設

整備提案に対する経費の考え方，就労継続支援Ｂ型事業の活用内容，プラネタリ

ウム施設の管理について 

また，施設所管課に対しては，指定管理料の債務負担額に関する質疑がありま

した。 

 

（２）諮問案件２（鹿嶋市立中央公民館（体育館，庭球場）ほか６施設） 

施設の休館日設定，収支及び指定管理料との関係，賃借物件の有無，増収への

取り組みについて，質疑がありました。 



 

 

（３）諮問案件３（鹿嶋市立カシマスポーツセンターほか４施設） 

自主事業に関する経費やその内容について，質疑がありました。 

 

３ 指定管理者の候補者選定について 

 

（１）諮問案件１（鹿嶋市大野潮騒はまなす公園（公園・付属施設）） 

選定基準表に基づく各委員の採点では，いずれの申請者も最低基準点を満たし

ていましたが，申請者アが選定基準５項目中４項目及び総合点で申請者イを上回る

結果となりました。 

申請者イは，意欲的な事業計画である点は評価されましたが，今後の調整が必

要な不確定要素を含むため，予算に見合った取り組みが可能かどうかの判断には至

りませんでした。これに対して，申請者アは，採点基準において一定の評価を得て

おり，また，これまでの運営実績があることから，当該施設についても適正かつ安

定的な運営が見込めると判断します。 

 

（２）諮問案件２（鹿嶋市立中央公民館（体育館，庭球場）ほか６施設） 

申請者は，総合型地域スポーツクラブとして，市が目指すスポーツ社会の実現

やスポーツ先進のまちづくりを推進するため，常にその役割と責任を自覚し，地

域との連携や利用者との信頼関係を築いてきました。当施設の性格を十分に認識

した上で，専門的な資格を擁する豊富な人的資源を有しており，また，現在市内

にある複数のスポーツ施設を管理している実績もあることから，当該施設につい

ても安定的な運営が見込めると判断します。 

 

（３）諮問案件３（鹿嶋市立カシマスポーツセンターほか４施設） 

  申請者は，J リーグのクラブチームとしてプロスポーツを運営するほか，平成

１８年度から県立カシマサッカースタジアムの指定管理を担当し，さらに，令和

４年度からは当該施設の指定管理者としても管理運営を行っています。 

鹿嶋市立カシマスポーツセンター及び卜伝の郷運動公園は，県立カシマサッカ

ースタジアムと隣接しており，一体的に管理することにより，施設の有効活用や

経費の削減が期待されます。さらに，県立カシマサッカースタジアムの指定管理

やプロスポーツ運営で蓄積されたノウハウを活かし，利用者の増加や地域活性化

の向上を図り，当該施設を一体的かつ効率的に管理運営することが可能であると

判断します。 

 

以上のことから，本審議会は，１の審議結果に記載のとおり決定いたしました。 

 

 

 



 

４ 審議会からの付帯意見 

 

（１）諮問案件１（鹿嶋市大野潮騒はまなす公園（公園・付属施設）） 

①申請者ア 

 これまでの運営実績は心強い。 

 ＳＮＳやＦＭかしまなどを利用したＰＲに努めているが，今後の集客戦略の強

化による来場者数の増加を期待したい。 

②申請者イ 

意欲的な事業計画であるが，実績面にやや不安がある。 

    施設整備提案などの考え方は良いが，予算に見合う取り組みにつながるかは疑

問である。 

 

（２）諮問案件２（鹿嶋市立中央公民館（体育館，庭球場）ほか６施設） 

   ニーズが許せば，利用料金の増額を検討しても良いと考える。 

   休館日をなくすことが増収につながるかどうかの精査は必要だが，市民サービ

スの向上にもつながるので，前向きに検討していただきたい。 

   増収計画などを有効に立案し，プラスアルファの仕事ができる体制を整えてい

ただきたい。 

   市民への積極的なＰＲ活動にも期待したい。 

 

（３）諮問案件３（鹿嶋市立カシマスポーツセンターほか４施設） 

   地域に根差した活動が行われており，今後の事業拡大にも期待したい。 

   施設所管課には，施設の老朽化対策に向けた計画的な予算計上をお願いしたい。 

   利用拡大に向けた取り組み（月曜日開放）を進めており，今後も市民の憩いの

場，賑わいの場づくりに貢献していただきたい。 

 


